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 為替ヘッジあり

　設定来の基準価額の推移
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 基準価額 11,974 円

 純資産総額 7.4 億円

　ポートフォリオ構成比率

 フィデリティ・グローバル・コア株式ファンド（為替ヘッジあり）（適格機関投資家専用） 102.6%

 マネー・インベストメント・マザーファンドⅡ 0.2%

 短期金融商品・その他 -2.8%

※構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

※基準価額は1万口当たりです。

岡三フィデリティ・グローバル・コア株式ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし） 愛称 ザ・ディスカバリー
追加型投信／内外／株式

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的に

ご負担いただくことになりますので、作成基準日現在、純資産総額に年率1.98%（税抜1.80％）程度を乗じて得た額となります。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

　最近5期の分配金の推移

2024/03/27 0 円

2024/09/27 0 円

2025/03/27 0 円

2025/09/29 0 円

2026/03/27 0 円

設定来合計 0 円

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が

変わる場合、或いは分配金が支払

われない場合があります。

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。

参考指数の騰落率は、当該日前営業日の現地終値を基に算出しております。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※参考指数は、MSCI World Index(税引後配当込み）（現地通貨建)です。

※参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

※MSCI指数はMSCI Inc.が算出している指数です。同指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利はMSCI Inc.に

帰属します。またMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 ▲ 8.83% ▲ 1.82% 0.89% 13.34% 17.82% 19.74%

参考指数 ▲ 7.94% ▲ 5.84% ▲ 1.74% 15.17% 57.54% 68.49%

当レポートは11枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（1/11）  553152 / 553153
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 為替ヘッジなし

　設定来の基準価額の推移

　ポートフォリオ構成比率

 フィデリティ・グローバル・コア株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 98.0%

 マネー・インベストメント・マザーファンドⅡ 0.2%

 短期金融商品・その他 1.8%

 基準価額 15,631 円

 純資産総額 56.2 億円
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※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※参考指数は、MSCI World Index(税引後配当込み）〔円換算後〕です。

※参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

※参考指数は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を乗じて算出しております。

※MSCI指数はMSCI Inc.が算出している指数です。同指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利はMSCI Inc.に

帰属します。またMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

※構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が

変わる場合、或いは分配金が支払

われない場合があります。

※基準価額は1万口当たりです。

岡三フィデリティ・グローバル・コア株式ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし） 愛称 ザ・ディスカバリー
追加型投信／内外／株式

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的に

ご負担いただくことになりますので、作成基準日現在、純資産総額に年率1.98%（税抜1.80％）程度を乗じて得た額となります。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

　最近5期の分配金の推移

2024/03/27 0 円

2024/09/27 0 円

2025/03/27 0 円

2025/09/29 0 円

2026/03/27 0 円

設定来合計 0 円

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 ▲ 6.07% 1.14% 10.25% 25.92% 62.32% 56.31%

参考指数 ▲ 6.25% ▲ 4.38% 4.85% 24.11% 88.54% 90.88%

当レポートは11枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（2/11）  553152 / 553153
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　フィデリティ・グローバル・コア株式マザーファンドの状況（1）

組入上位10銘柄 （ 組入銘柄数　170 ）

銘柄名 業種 国・地域 比率 銘柄概要

1 インペリアル･オイル エネルギー カナダ 1.7%
原油および天然ガスの生産や販売などを行うカナダ
のエネルギー企業。

2 ブルネロ･クチネリ 一般消費財・サービス イタリア 1.6%
ファッション事業を展開するイタリア企業。カシミヤ製
品を中心に高品質の製品を取り扱う。

3 フレックス 情報技術
シンガポー
ル

1.5%
航空や通信など幅広い業界向けの電子機器、工業製
品の設計・製造を行う。

4 テクニップFMC エネルギー イギリス 1.5%
海底油田やガス開発に取り組む。陸上や浅瀬の探査・
掘削・生産に使用する製品やシステムも提供。

5 ジョーンズラングラサール 不動産 アメリカ 1.4%
グローバルで商業用不動産に対する投資や調査など
のサービスを提供。

6
リインシュアランス･グループ･
オブ･アメリカ

金融 アメリカ 1.4%
米国を中心に欧州やアジアなどで再保険サービスを提
供。

7
ウィントラスト･ファイナンシャ
ル

金融 アメリカ 1.3%
米国で事業展開する地域に根差した商業銀行。個人や
中小企業などを中心に金融サービスを提供。

8 ウッドワード 資本財・サービス アメリカ 1.3%
産業用ディーゼルエンジン、航空機用エンジン、タービ
ンなどに使われるシステムや製品を取り扱う。

9 シエナ 情報技術 アメリカ 1.2%
通信に関する設備やサービスなどを提供。大規模デー
タの効率的な移送に強み。

10 ファブリネット 情報技術
ケイマン諸島
(英領)

1.2%
光通信・車載関連の光学部品を製造。設計や組み立て
などのサービスも提供。

※比率は、「フィデリティ・グローバル・コア株式マザーファンド」の純資産総額に対する比率です。

※フィデリティ投信株式会社のデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが作成しております。

岡三フィデリティ・グローバル・コア株式ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし） 愛称 ザ・ディスカバリー
追加型投信／内外／株式

当レポートは11枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（3/11）  553152 / 553153



販売用資料 ＜月次運用レポート＞ 2026年3月31日現在

　フィデリティ・グローバル・コア株式マザーファンドの状況（2）

　ファンドマネージャーのコメント

※各比率は、「フィデリティ・グローバル・コア株式マザーファンド」の純資産総額に対する比率です。

※フィデリティ投信株式会社のデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが作成しております。

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

国・地域別組入比率（上位10） 通貨別組入比率（上位10） 業種別組入比率（上位10）

国・地域 比率 通貨 比率 業種 比率
1 アメリカ 83.1% 1 米ドル 93.0% 1 資本財・サービス 26.4%

2 カナダ 5.0% 2 ユーロ 3.8% 2 金融 14.1%

3 イタリア 2.6% 3 カナダドル 2.9% 3 一般消費財・サービス 12.2%

4 イギリス 2.0% 4 その他 0.4% 4 情報技術 11.6%

5 ケイマン諸島(英領) 1.9% 5 　　　　　　－ －　　 5 ヘルスケア 9.3%

6 シンガポール 1.5% 6 　　　　　  － －　   6 エネルギー 7.3%

7 バミューダ(英領) 1.2% 7 　　　　　  － －　   7 素材 6.2%

8 アイルランド 0.9% 8 　　　　　  － －　   8 不動産 5.8%

9 ベルギー 0.7% 9 　　　　　  － －　   9 生活必需品 2.2%

10 イスラエル 0.4% 10 　　　　　  － －　   10 公益事業 1.9%

※以下は、「フィデリティ・グローバル・コア株式マザーファンド」のファンドマネージャーコメントを基に作成しています。

＜投資環境＞

3月のグローバル株式市場は、米欧ともに下落する展開となりました。米国では、2月末に米国およびイスラエルがイランに対する軍事攻

撃を開始し、中東情勢が緊迫化したことを背景に、投資家心理が悪化しました。加えて、エネルギー価格の上昇を通じたインフレ再燃や景

気の先行きに対する懸念が高まったことも嫌気され、株式市場は下落しました。欧州では、原油や天然ガスなどエネルギー価格の上昇が

景気の押し下げ要因になるとの見方が強まり、株式市場は下落しました。

＜運用経過＞

3月は、株式市場の下落がファンドのパフォーマンスにマイナスに影響しました。ファンドの組み入れにおいては、収益成長力に対する株

価の割安さを重視して銘柄選択を行った結果、資本財・サービス、金融などのセクターが多めとなっています。

個別銘柄では、情報技術セクターの通信ネットワークを支援する企業に注目しました。生成AIの普及を背景に膨大なデータを高速処理す

る需要が高まっているため、高度な通信処理技術を有する同社の成長を見込んでいます。

なお、為替ヘッジありにおいて、当月末時点のフィデリティ・グローバル・コア株式マザーファンドの組入比率は、解約申し込みにより一時

的に100%超となっておりますが、解約申し込み対応を考慮した実質的な同比率は97.7%程度です。

＜今後の運用方針＞

景気サイクルは世界的に緩やかな回復局面が続いており、米国経済も総じて底堅い推移が見込まれます。金融政策は緩和方向へと転じ

つつあるものの、利下げのペースや最終的な到達点については不透明感が残っており、市場全体のセンチメントを左右する重要な要因と

して引き続き注視が必要です。米国では、既に成立している減税・財政政策の効果が今後も段階的に波及していくことが期待されます。中

型株は、大型株と比較して負債比率が相対的に高い企業が多い傾向にあるため、金利低下や税負担軽減の恩恵を受けやすいと考えられま

す。これまで株式市場を牽引してきた一部の大型株への資金集中が緩和する局面では、中型株に物色が広がる可能性があります。また、

緊迫化している中東情勢に対する警戒感は引き続き残っており、エネルギー価格やサプライチェーンへの影響を通じて、経済や企業業績

に不確実性をもたらす要因となっています。バリュエーション面では、中型株は依然として大型株と比べ相対的な割安感が残っており、見

直し余地は大きいと考えられます。

企業ファンダメンタルズに着目する運用方針はマクロ動向によって変化することはなく、市場で十分に評価されていないものの、着実か

つ大幅な利益成長が見込める銘柄を見いだすことに注力します。今後も幅広い業種の中から投資妙味の高い銘柄に着目し、ボトム・アップ

の企業調査による選別が重要と考えています。引き続き、徹底した企業調査を行い、長期的な運用成果を目指す方針です。

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

岡三フィデリティ・グローバル・コア株式ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし） 愛称 ザ・ディスカバリー
追加型投信／内外／株式

当レポートは11枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（4/11）  553152 / 553153



　ファンド情報

設　定　日 2022年9月21日

償　還　日 2045年9月27日

決　算　日 毎年3月27日および9月27日（休業日の場合は翌営業日）

　ファンドの特色（1）

岡三フィデリティ・グローバル・コア株式ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし） 愛称 ザ・ディスカバリー
追加型投信／内外／株式
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　ファンドの特色（2）

岡三フィデリティ・グローバル・コア株式ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし） 愛称 ザ・ディスカバリー
追加型投信／内外／株式
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　投資リスク（1）

岡三フィデリティ・グローバル・コア株式ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし） 愛称 ザ・ディスカバリー
追加型投信／内外／株式
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　投資リスク（2）

岡三フィデリティ・グローバル・コア株式ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし） 愛称 ザ・ディスカバリー
追加型投信／内外／株式
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　お申込みメモ

岡三フィデリティ・グローバル・コア株式ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし） 愛称 ザ・ディスカバリー
追加型投信／内外／株式
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　ファンドの費用

岡三フィデリティ・グローバル・コア株式ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし） 愛称 ザ・ディスカバリー
追加型投信／内外／株式
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日本証券業
協会

一般社団法人
資産運用業

協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

岡三にいがた証券株式会社 関東財務局長（金商）第169号 ○

株式会社証券ジャパン 関東財務局長（金商）第170号 ○ ○

益茂証券株式会社 北陸財務局長（金商）第12号 ○

ＪＩＡ証券株式会社 関東財務局長（金商）第2444号 ○ ○

野畑証券株式会社 東海財務局長（金商）第18号 ○ ○

武甲証券株式会社 関東財務局長（金商）第154号 ○

商号 登録番号

加入協会

　販売会社について

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社に
は取次証券会社が含まれる場合があります。

岡三フィデリティ・グローバル・コア株式ファンド（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし） 愛称 ザ・ディスカバリー
追加型投信／内外／株式

　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説
明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますよ
うお願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。

＊2026年4月1日付で「一般社団法人日本投資顧問業協会」から「一般社団法人資産運用業協会」に名称変更しました。

当レポートは11枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（11/11）  553152 / 553153


